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A．研究目的 
一般的に合成樹脂やゴム等にはその品質

を保持するため、もしくはその性質を改変

するため、製造時に可塑剤、紫外線吸収剤、

酸化防止剤、滑剤などの様々な添加剤が使

用される。特に樹脂等に柔軟性を付与する

可塑剤は添加量が多く、例えば軟質ポリ塩

化ビニル（PVC）製品では、最大で 50 
wt%程度添加されることがある 1-7)。  

可塑剤には様々な種類のものがあるが、

フタル酸ジ (2-エチルヘキシル )（DEHP）
やフタル酸ジイソノニル（DINP）などの

フタル酸エステル類（PAEs）は、PVC と

の相溶性に優れ、独特な柔らかさを与える。

そのため、2000 年頃まで世界中で PVC 製

乳幼児用おもちゃや育児用品に対して高頻

度かつ高濃度で使用されていた。 
しかし、DEHP や DINP は生殖毒性や発

生毒性などを有することが疑われ 8-10)、さ

らにこれらの可塑剤が、唾液を介して乳幼

児にばく露する可能性が指摘された 11)。

そのため、乳幼児用おもちゃや育児用品へ

の PAEs の使用が世界的に制限されるよう

になり、我が国でも、食品衛生法において

2002 年に指定おもちゃに対して DEHP の

使用が禁止され、さらに口に接触すること

を本質とするものについては DINP の使用

も禁止された 12)。なお、指定おもちゃと

は乳幼児が接触することによりその健康を

損なうおそれがあるものとして厚生労働大

臣（当時、厚生大臣）の指定するおもちゃ

をいい、主に乳幼児を対象としたものを指

す。 
その後、米国や欧州連合（EU）などに

おいて、DEHP および DINP のみならず、

フタル酸ジブチル（DBP）、フタル酸ベン

ジルブチル（BBP）、フタル酸ジ -n-オク

チル（DNOP）およびフタル酸ジイソデシ

ル（DIDP）を加えた 6 種の PAEs が規制対

象となった。我が国でも 2010 年に規制対

象が拡大され、指定おもちゃの可塑化され

た材料からなる部分には、DEHP、DBP お

よび BBP を 0.1wt%を超えて含有してはな

らないとされた 13)。さらに、乳幼児の口

に接触することを本質とする部分であって

可塑化された材料からなる部分には、

DINP、DNOP および DIDP も 0.1wt%を超

えて含有してはならないとされた。なお、

0.1wt%の限度値が設定されているが、こ

れは製造工程や試験中のコンタミネーショ

ンを考慮したものであり、PAEs の意図的

な添加を容認したものではない。 
また、2018年 4月には米国消費者製品安

全 委 員 会 （ Consumer Product Safety 
Commission, CPSC）が PAEsの規制を改正

した。この改正で DNOP および DIDP が規

制対象外となり、新たにフタル酸ジイソブ

チル（DIBP）、フタル酸ジ -n-ペンチル

（ DNPenP ）、フタル酸ジ -n- ヘキシル

（DNHexP）およびフタル酸ジシクロヘキ

シル（DCHP）の 4 種類が規制対象に追加

された 14)。 
我々は 2009 年度および 2014 年度に、国

内で流通する PVC 製おもちゃに使用され
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る可塑剤の実態調査を行った（それぞれ、

2009 年度調査 6)および 2014 年度調査 7)と

する）。 
その結果、DEHP および DINP のみが規

制されていた 2009 年度調査 6)において、

指定おもちゃ以外のおもちゃ（以下、「指

定外おもちゃ」とする）の一部に PAEs が

使用されていたが、指定おもちゃには使用

されていないことが判明した。また、

PAEs の代替としてテレフタル酸ジ(2-エチ

ルヘキシル)（DEHTP）やシクロヘキサン

-1,2-ジカルボン酸ジイソノニル（DINCH）

などの可塑剤が使用されていることが明ら

かとなった。 
6 種の PAEs へ規制が拡大された後の

2014 年度調査 7)の結果では、PVC 製おも

ちゃに使用される可塑剤の種類は 2009 年

度調査と比べ大きな違いはなかった。しか

し、DEHTP の使用頻度が大幅に増加し、

その他の可塑剤の使用頻度は減少している

ことが明らかとなった。また、可塑剤の使

用量が全体的に減少傾向にあることが示唆

された。  
本研究ではこれまでの実態調査に続き、

2019 および 2020 年に購入した市販 PVC 製

玩具に使用される可塑剤の含有量および検

出率の調査（以下、2019 年度調査とする）

を行うとともに、2009 年度調査 6)および

2014 年度調査の結果 7)と比較した。 
なお本研究では、含有量と検出率を区別

するためそれぞれ wt%と%の単位で示した。 
 

B．研究方法  
１．試料 

PVC 製おもちゃ 220 検体を用いた。これ

らは 2019 および 2020 年に主に神奈川県内

で購入した。その内訳は、軟質 PVC 製お

もちゃが 209 検体（指定おもちゃ：146 検

体、指定外おもちゃ：63 検体）、硬質 PVC

製おもちゃが 11 検体（指定おもちゃ：9 検

体、指定外おもちゃ：2 検体）であった。

種類別では、人形 62 検体、風呂用玩具 48
検体、ボール 37 検体、空気注入玩具 32 検

体、その他（パズル、縄跳び、水鉄砲、ス

プリング等）21 検体、浮き輪 14 検体、お

面 6 検体であった。 
 
２．試薬等 
１）試薬 

アセトン：残留農薬・PCB 分析用 シグ

マアルドリッチ社製 
ヘキサン：残留農薬・PCB 試験用 富士

フイルム和光純薬（株）製 
 
２）標準品 
 本研究では、PAEs 10 種類およびその他

の可塑剤 11 種類の合計 21 種類を対象とし

た。これらの標準品の化学名，略号，CAS
番号および純度を Table 1 に示した。ただ

し 、DINP に は CAS No.28553-12-0 と

68515-48-0 の 2 種類があるが 2),3),15)、本研

究では主に流通している CAS No.28553-
12-0 を用いた。 
 
３）標準原液および標準溶液 

可塑剤標準原液：各可塑剤標準品をそれ

ぞれ 100 mg とり、アセトンを加えて各

100 mL とした（各 1,000 µg/mL）。 
可塑剤混合標準溶液：各可塑剤標準原液

を混合し、アセトンで 0.05~50 µg/mL に希

釈した。 
 

３．装置 
 GC-MS (7890A GC System, 5975C inert 
XL MSD with Triple-Axis Detector
（Agilent Technologies 社製） 
 恒温器：小型高温チャンバー、ST-120
（エスペック株式会社製）
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４．GC-MS 測定条件 
カラム：DB-5MS （30 m×0.25 mm i.d., 

膜厚 0.25 µm, Agilent Technologies 社製） 
カラム温度：100℃→20℃/min→320℃

（10 min） 
注入口温度：250℃ 
トランスファーライン温度：280℃ 
キャリヤーガス：ヘリウム 1.0 mL/min

（定流量） 
注入量：1.0 µL 
注入モード：スプリットレス 
イオン化電圧：70 eV 
測定モード：同定はスキャンモード

（m/z 50～800）、 定 量 は Selected Ion 
Monitoring (SIM) モードを用いた。本条件

における各可塑剤の定量イオンおよび確認

イオンは保持時間とともに Table 1 に示し

た。 
 
５．試験溶液の調製 
 前報 6),7)に準じた。すなわち、細切した

試料 0.25 g を精秤して 50 mL 容ガラス遠

沈管にとり、アセトン・ヘキサン混液

（3 : 7）15 mL を加えて振り混ぜた後、密

栓をして約 40℃の恒温器内で一晩静置し

た。冷後ろ紙（No. 5C、125 もしくは 185 
mm）を用いてろ過し、アセトンで遠沈管

および漏斗を洗い、得られたろ液および洗

液を 25 mL 容メスフラスコに合わせ、アセ

トンを加えて定容したものを同定用試験溶

液とした。さらにこの液をとり、アセトン

で 10～1000 倍に適宜希釈したものを定量

用試験溶液とした。 
 
６．可塑剤の同定および定量 
１）同定 

同定用試験溶液をスキャンモードで測定

し、検出されたピークのマススペクトルを

国立医薬品食品衛生研究所が所有する可塑

剤データベース（約 60 種類の可塑剤のマ

ススペクトルが登録されている：未公開）

と比較した。マススペクトルが一致した場

合、該当する可塑剤標準原液を適宜希釈し

てスキャンモードで測定し、マススペクト

ルおよび保持時間を比較して同定した。 
 

２）定量下限値の設定 
0.05～50 µg/mL の可塑剤混合標準溶液

を GC-MS の SIM モードにより測定し、各

定量イオンのピーク面積から絶対検量線法

により検量線を作成した。DPEHF、DINP
および DIDP 以外の可塑剤では 0.05 µg/mL
以 上 で 良 好 な 直 線 性 を 示 し た 。 一 方

DPEHF では 0.1 µg/mL 以上、DINP では

0.5 µg/mL 以上、DIDP では 1 µg/mL 以上

で良好な直線性を示した。また、いずれも

最低濃度におけるシグナル／ノイズ比

（S/N）は 10 以上であったことから、本研

究ではこの濃度を標準溶液における各可塑

剤の定量下限値とした。 
以上の結果をふ まえ 、DINP および

DIDP 以外の可塑剤については、定量用試

験溶液（10 倍希釈）中の各可塑剤のピー

ク面積値が、標準溶液の定量下限値におけ

るピーク面積値より小さかった場合、全て

定量下限値未満とした。また DINP および

DIDP については、同定用試験溶液中のピ

ーク面積値が標準溶液の定量下限値におけ

るピーク面積値より小さかった場合、全て

定量下限値未満とした。なお、このときの

定量下限値は試料中の含有量に換算すると、

DPEHF および DIDP 以外の 可塑 剤は

0.005wt%、DPEHF お よ び DIDP は

0.01wt%となる。ただし、PVC 中の可塑剤

の定量は抽出された塩ビオリゴマーや共存

可塑剤の影響を受けることから、試料中の

定量下限値は少し余裕をみて一律 0.05wt%
とした。なお、この定量下限値は前報 7)と

同じである。 
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３）定量 
定量用試験溶液を GC-MS の SIM モード

で測定し、各定量イオンのピーク面積から

定量用試験溶液中の各可塑剤濃度（µg/mL）
を求めた。検量線は定量用試験溶液中の各

可塑剤濃度に合わせ、直線性が得られ、か

つ定量に最適な範囲のものを用いた。得ら

れ た 定 量 用 試 験 溶 液 中 の 可 塑 剤 濃 度

（µg/mL）から試料中の含有量（wt%）を

求めた。 
 
C．研究結果及び考察 
１．可塑剤の同定 
 全 220 検体の試料中の可塑剤を同定した

結果、PAEs では DIBP、DBP、DINP およ

び DEHP が確認された。 
その他の可塑剤では DEHTP、TMPD、

DINCH、ATBC、TBC、DBS、DINA、

DPEHF、DEHA、TEHTM および DALG の

11 種が同定された。これらはいずれも過

去に報告のある可塑剤であった。 
一方 5 検体から、11.02、11.18 および

11.33 分にほぼ共通のマススペクトルを有

する 3 本の未知ピーク群が同時に検出され

た（Fig. 1 および Fig. 2）。DIDP のマスス

ペクトルと類似していたがピーク形状が全

く異なっており DIDP ではなかった。NIST
データベースに含まれる化合物のうち、フ

タル酸ジ(1-メチルノニル)との一致率が

85%以上と高かった（Fig. 3）。したがって

これら 3本のピークは、フタル酸ジ(1-メチ

ルノニル)およびその類似体に由来すると

推定された。しかし、標準品が入手出来な

かったため同定には至らなかった。そこで

本研究においては、これらのピークは 1 つ

の未知化合物群（Unknown）として検出

率のみ求めた。 
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Fig. 1. Total ion chromatograms of a) ‘Unknown’ and b) DIDP standard 
a) Chromatogram of the test solution obtained from the float sample. 
b) DIDP standard at the concentration of 100 µg/mL. 

Fig. 2. Mass spectra of a)~c) ‘Unknown’ and d) DIDP standard 
a)~c): Mass spectra of the ‘Unknown’ at the retention time of 11.02, 11.18, and 11.33, respectively.  
d): Mass spectrum of DIDP standard 
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 以上の結果から、定量対象とする PAEs
は検出された 4 種（DIBP、DBP、DINP お

よび DEHP）に、日本または米国で規制対

象となっている 6 種（BBP、DNOP、DIDP、
DNPenP、DNHexP および DCHP）を加え

た計 10 種とした。またその他の可塑剤は

同 定 さ れ た 11 種 （DEHTP、TMPD、

DINCH、ATBC、TBC、DBS、DINA、

DPOF、DEHA、TOTM および DALG）と

した。 
 
２．軟質 PVC 製おもちゃの可塑剤 
１）指定おもちゃにおける比較 
 軟質 PVC 製の指定おもちゃ 146 検体に

おける可塑剤の検出率および含有量をこれ

までの調査とともに Table 2 に示した。た

だし、2009 年度調査以外の各可塑剤の定

量下限値は 0.05wt%だが、2009 年度調査

ではそれよりも低い定量下限値であったこ

とから、定量下限値は 0.05wt%として再計

算した値を用いた。 
➀ PAEs 
 国内で規制対象の 6 種のフタル酸エステ

ルは本研究においても検出されなかった。

一方 DIBP が検出率 4.2%で検出し、平均含

有量 22.2wt%、最大含有量 35.4wt%であっ

た。2009 年調査では不検出、2014 年調査

では検出率 0.3%、平均含有量が 0.12wt%

でありほとんど検出されていなかったこと

から、ここ数年の間に一部の試料において

主可塑剤（1 検体中の含有量が最も多い可

塑剤）として使用されるようになったと推

測された。 
なお、米国 CPSC で新たに規制対象とな

った DNPenP, DNHexP および DCHP につ

いては、いずれも定量下限値未満であった。  
②その他の可塑剤 
 フタル酸エステル以外の可塑剤では

DEHTP が最も高い検出率（71.2%）であ

った。平均含有量（15.0wt%）も高い値で

あった。DEHTP は 2009 年度以降徐々に検

出率が高くなっており、現在では指定おも

ちゃにおける主要な可塑剤となっていると

考えられた。 
 続いて検出率が高かったのは TMPD で

66.4%であった。最大含有量は 14.3wt%で

あったが平均含有量は 2.3wt%であった。

これは 2009 年調査と同様の傾向であり、

主可塑剤として使用されることもあるが、

ほとんどが補助的または製造工程での混入

によるものと考えられた。 
 DINCH は 34.2%の製品から検出された。

含有量（平均含有量：14.9wt%、最大含有

量：47.4wt%）も高い値であり、過去の調

査結果と同様に主可塑剤として引き続き使

用されていた。 
 ATBC は 28.8%の製品から検出された。

含有量も高く主可塑剤として使用されては

いるが、検出率、含有量ともに過去の調査

結果に比べ減少傾向にあった。 
 TBC は 13.7%の製品から検出され、

2014 年度調査から大幅に増加した。検出

率は ATBC の半分程度であったが、含有量

はいずれも ATBC よりも高い数値であった。 
 DBS は含有量が 0.1wt%未満であったこ

とから、いずれも製造工程で混入したもの

と推定された。 
 DINA は検出率、含有量ともに減少傾向

100 200 300 400 500

149

57 307

167

43

O
O

O

O

Fig. 3. Mass spectrum and structure of di(1-
methylnonyl) phthalate 

Mass spectrum is from the NIST 11 Mass 
Spectral  Library. 
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etection ratio and content levels of plasticizers in designated toys in this and previous studies
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にあった。 
 DEHA は、検出率が継続的に 3%未満と

低いうえ、含有量も全て 0.2wt%未満であ

ったことから、主可塑剤として使用される

ことがほとんどなくなっていると考えられ

た。 
 TEHTMは 2014年度よりも検出率が増加

したが、含有量は 0.1wt%以下と低い値で

あり、2009 年度以降は主可塑剤として使

用されることはほとんどなくなっていると

考えられた。 
 DPEHF は 3 検体から検出し、そのうち 1
検体から約 10wt%とこれまでの調査で最

も高い含有量であった。 
 DALG は 1 検体だけ検出し、主可塑剤と

して使用されていた。2009 年度と同様で

あった。 
 Unknown は 3 検体から検出した。2 検体

では他に可塑剤は検出されなかったため主

可塑剤として使用されていると推定された。

1 検体では小さなピークとして検出された

ことから、原料や製造工程での混入の可能

性が推定された。 
 一方、過去に検出された alkylsulfonic 
acid phenyl ester (ASP)および dipropylene 
glycol dibenzoate (DPGDB) は本研究では

検出されなかった。 
このように、PAEs 以外の可塑剤として

は DEHTP が主に使用されており、DINCH
や ATBC も引き続き使用されていた。一方、

ATBCが TBCへ切り替わっている可能性、

アジピン酸エステル系の可塑剤の使用頻度

の減少、および PAEs の一種と推定される

新たな可塑剤が使用されている可能性が明

らかとなった。 
 

２）指定外おもちゃにおける比較 
軟質 PVC 製の指定外おもちゃ 63 検体に

おける可塑剤の検出率および含有量をこれ

までの調査とともに Table 3 に示した。た

だし指定おもちゃと同様に定量下限値は

0.05wt%として再計算した。 
➀ PAEs 
 PAEs はこれまでの調査と同じ DBP, 
DINP, DIBP および DEHP が検出された。

DBP, DINP および DIBP は検出率、含有量

ともに 2014 年度と同程度～わずかに増加

したが、DEHP はわずか 1 検体からのみ検

出され、大幅に使用頻度が減少した。 
また、指定おもちゃと同様に米国 CPSC

で規制対象となっている DNPenP, DNHexP
および DCHP は確認されなかった。 
②その他の可塑剤 
 PAEs 以外の可塑剤では指定おもちゃと

同様に DEHTP が最も高い検出率（88.9%）

で検出された。平均含有量（16.7wt%）も

高い値であった。DEHTP は 2009 年度以降

徐々に検出率が高くなっており、指定おも

ちゃと同様に主要な可塑剤となっているこ

とが示唆された。 
 続いて TMPD が 12.7%の製品から検出さ

れた。最大含有量が 5.7wt%であったこと

から、主可塑剤としてではなく、補助的な

役割で使用されることがあったと考えられ

た。これは 2014 年度調査と同様の傾向で

あった。 
 次に DPEHF が 7.9%の製品から検出され

たが、含有量が低く主可塑剤として使用さ

れたのではなく混入等によるものと推定さ

れた。 
続いて TBC が 6.3%の製品から検出され

た。検出率、含有量ともに 2014 年度と同

様であった。 
 ATBC は 4.8%の製品から検出された。

約 15 ポイントも検出率が低下し、また最

大含有量も大幅に減少していた。 
 DINCH は 4.8%の製品から検出された。

指定おもちゃに比べると検出率、含有量と

もに低いため、引き続き、指定外おもちゃ

ではあまり使用されないことが確認された。
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Table 3  D
etection ratio and content levels of plasticizers in not-designated toys in this and previous studies

Y
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be et al. 5)
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 the results of previous study (2009) by A
be et al. 4)
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122 
 

 Unknownが 2検体から検出したが、他の

可塑剤は検出されなかったため主可塑剤と

して使用されていると推定された。 
 DEHA および TEHTM は含有量が低く主

可塑剤として使用はされたのではなく

DPEHF と同様混入等によるものと推定さ

れた。 
 一 方 、 過 去 に 検 出 さ れ た DINA、

DPGDB、DBS および DALG は本研究では

検出されなかった。 
 以上のように、指定外おもちゃにおいて

も DEHTP が主に使用されており、ATBC
から TBC への切り替えの可能性、アジピ

ン酸エステル系可塑剤の使用減、PAEs の

一種と推定される新しい可塑剤の使用が確

認された。 
 
３．硬質 PVC 製おもちゃの可塑剤 
 硬質 PVC 製おもちゃの可塑剤調査の結

果を 2009 年度調査 6)および 2014 年度調査

7)の結果とともに Table 4 にまとめた。  

 硬質 PVC 製おもちゃは 11 検体あり、そ

のうち指定おもちゃはお面等 9 検体、指定

外おもちゃはスプリング等 2 検体であった。

検出された可塑剤は DEHTP、ATBC およ

び TBC であった。一方、1 検体あたりの合

計含有量は < ND (全ての可塑剤が 0.05wt%
未満)～1.5wt%であり、ほとんどが 1wt%
未満であった。 

検体数が少ないため単純な比較はできな

いが、2009 年度調査 6)および 2014 年度調

査 7)で検出された PAEs は検出されなかっ

た。一方 2009 年度調査 6)および 2014 年度

調査 7 の 1 検体あたりの合計含有量は< ND
～3.5wt%であり、ほとんどが 1wt%未満で

あっため大きく変わっていないことが明ら

かとなった。 
なお、2014 年度調査において 3.5wt%と

硬質 PVC 製おもちゃの中で高い含有量だ

った試料はリングであった。

 
 
 
 
 

 

Table 4 Detection number and total content levels of plasticizers in hard PVC toys

Sample
number

Total
contents
(wt%)

Detected
plasticizer

Sample
number

Total
contents
 (wt%)

Detected
plasticizer

This study 9 ND - 0.5 DEHTP, ATBC 2 1.2, 1.5 DEHTP, TBC

Year 2014*1 16 ND - 3.5 DEHTP, DINCH, DIBP 10 ND - 2.5 DEHP, DBP, ATBC

Year 2009*2 0 - - 4 ND - 1.4 DEHP, DPGDB

ND: Not detected (All plasticizers were under the limit of quantification (0.05 wt%)).
*1 Recalculated from the results of previous study (2014) by Abe et al. 5)

*2 Recalculated from the results of previous study (2009) by Abe et al. 4)

Designated toy Non-designated toy
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４．検体あたりの含有量の比較 
 軟質 PVC 製おもちゃを対象に 1 検体あ

たりの合計含有量を比較した。ただし、

Unknown が主可塑剤として使用されてい

た 4 検体の結果は除外した。 
合計含有量の平均値は 2009 年度調査で

は 29.4wt%、2014 年度調査では 19.2wt%
であったが、今回の調査では 22.3wt%であ

った。1 検体あたりの含有量が「~5wt%未

満」、「5~10wt%」、「10~15wt%」など、そ

れぞれ 5%毎の区分に分け、各区分に含ま

れる試料の割合を Fig. 4 にまとめ比較した。

合計含有量が 25wt%未満だった試料は

2009 年度では全体の約 37%であったが、

2014 年度は全体の約 85%、今回の調査で

は全体の約 73%であった。このように、平

均含有量は 2014 年度に比べ約 3 ポイント

上昇したが、全体的にみると 10 年前に比

べ低いレベル（25wt%未満）で使用されて

いると考えられた。 
 
５．使用可塑剤の表示と実態の比較 
 全試料のおよそ 1/3 にあたる 73 検体に

使用可塑剤に関する表示があった。そこで、

「食品衛生法・ST（Safety toy）基準適合」

（食品衛生法や ST 基準に対応した可塑剤

を使用しているという表示があったもの）、

「非フタル酸エステル使用」（フタル酸エ

ステル以外を使用しているという表示があ

ったもの）および「ATBC-PVC」（ATBC
を使用しているという表示があったもの）

の 3 種類に分け、それぞれの主可塑剤の種

類と検出数・検出率を Table 5 にまとめた。

なお、ST 基準とは一般社団法人日本玩具

協会の自主基準のことであり、可塑剤に関

する基準は食品衛生法の規格基準と同じで

ある。 
 表示の内容として最も多かったのは「食

品衛生法・ST 基準適合」で 45 検体に表示

があった。これらの検体で主可塑剤として

使 用 さ れ て い た の は DEHTP、TBC、

DINCH、Unknown、ATBC および TMPD
であった。また、DBP が指定外おもちゃ 1
検体から検出されたが主可塑剤として使用

さ れ た も の で は な い う え 、 含 有 量 は

0.08wt%であったことから、製造工程での

混入等と推測された。このように表示に不

備はないと考えられた。
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Fig. 4. Comparison of total plasticizer contents with respect to the results of this study, 2009 and 2014 
*Recalculated from the results of 20094).  
**The results of 20145). 
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 次に表示として多かったのは「非フタル

酸エステル使用」で 22 検体あった。これ

らには DEHTP, TBC および DIBP が主可塑

剤として使用されていた。DIBP は規制対

象ではないが PAEs であることから、本検

体の表示は不適切であった。一方 DIBP が

検出された検体以外では PAEs 以外の可塑

剤が使用されており、表示は適切であった。  
 「ATBC-PVC」と表示があったのは 6 検

体あった。このうち 2 検体では ATBC が主

可塑剤として使用されており、表示は適切

であった。一方、4 検体では DEHTP が主

可塑剤として使用されていたが、ATBC は

いずれも定量下限未満であり ATBC の使用

は確認できなかった。したがってこれらの

表示は不適切であった。 
 
D．結論 
 2009 年度調査および 2014 年度調査に引

き続き、2019 年および 2020 年に購入した

市販 PVC 製おもちゃ 220 検体に使用され

る可塑剤を調査し、これまでの結果と比較

した。 
 使用された可塑剤の種類に大きな変化は

なかったが、DEHTP が主要な可塑剤とし

て使用されており、その他の可塑剤は使用

頻度が減少していた。これは 2014 年度調

査時の結果と同様であった。一方、ATBC
から TBC への切り替え、アジピン酸エス

テル系可塑剤の使用の減少および PAEs の

一種と推定された新しい可塑剤の使用も確

認された。また、1 検体あたりの使用量も

2009 年度調査に比べ低いレベルで推移し

ていることが示唆された。一方、「ATBC-
TBC」と記載されている一部の製品では

ATBC が使用されていない場合があった。

これは 2014 年度調査においても同様のこ

とが確認されており、使用可塑剤の切り替

えを行った際に表示内容の修正を怠ったこ

となどが原因と推定された。 
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